
四

第
一
号
ハ

に
定
め
る
派
遣
先
の
事
業
主
が
当
該
有
期
実
習
型
訓
練
を
修
了
し
た
紹
介
予
定
派
遣
に
係
る

派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
、
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ

か
ら

ま
で
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
措
置

を
講
じ
た
場
合
に
お
け
る
第
二
号
ホ

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ホ

中
「
七
万
円
（
当
該
派

遣
元
事
業
主
又
は
当
該
派
遣
先
の
事
業
主
が
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
万
円
）」と
あ

る
の
は
「
十
万
円
（
当
該
派
遣
元
事
業
主
又
は
当
該
派
遣
先
の
事
業
主
が
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
十
五
万
円
）」と
、
同
号
ホ

中
「
十
五
万
円
（
当
該
派
遣
元
事
業
主
又
は
当
該
派
遣
先
の
事

業
主
が
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
十
万
円
）」と
あ
る
の
は
「
二
十
万
円
（
当
該
派
遣

元
事
業
主
又
は
当
該
派
遣
先
の
事
業
主
が
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）」と
、

同
号
ホ

中
「
二
十
万
円
（
当
該
派
遣
元
事
業
主
又
は
当
該
派
遣
先
の
事
業
主
が
中
小
企
業
事
業
主
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）」と
あ
る
の
は
「
三
十
万
円
（
当
該
派
遣
元
事
業
主
又
は
当
該
派
遣
先
の

事
業
主
が
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万
円
）」と
す
る
。

２

一
の
年
度
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
計
画
に
基
づ
く
一
の
事
業
所
に
係
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の

額
が
一
千
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
千
万
円
を
当
該
事
業
所
の
事
業
主
に
対

し
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
八
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
）

（
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
八
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
百
三
十
八
条

法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
八
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
第
百
二
十
四
条
、
第
百

三
十
四
条
及
び
第
百
四
十
条
か
ら
第
百
四
十
条
の
三
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
百
三
十
八
条

法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
八
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
第
百
二
十
四
条
、
第
百

二
十
五
条
の
二
、
第
百
三
十
四
条
及
び
第
百
四
十
条
か
ら
第
百
四
十
条
の
三
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
削
る
）

二
の
二

事
業
主
又
は
事
業
主
の
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
に
対
し
て
、
建
設
労
働
法
第
九
条
第
一
項
第

二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
建
設
労
働
者
確
保
育
成
助
成
金
（
人
材
確
保
等
支
援
助
成
金
の
う
ち
、

建
設
労
働
者
の
技
能
の
向
上
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
助
成
及
び
送
出
就
業
の
作
業
環
境
に
適
応
さ
せ
る

た
め
の
訓
練
の
促
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
助
成
に
係
る
も
の
に
限
る
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
支
給
す

る
こ
と
。

（
削
る
）

二
の
三

事
業
主
等
（
事
業
主
若
し
く
は
そ
の
団
体
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
な

い
も
の
を
除
く
。）、
学
校
教
育
法
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
若
し
く
は
同
法
第
百
三
十
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
各
種
学
校
を
設
置
す
る
私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
三
条
に

規
定
す
る
学
校
法
人
若
し
く
は
同
法
第
六
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
法
人
、
社
会
福
祉
法
第
二
十
二
条
に

規
定
す
る
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
若
し
く
は
精
神
障
害
者
又
は
発
達
障
害
者
の

雇
用
の
促
進
に
係
る
事
業
を
行
う
法
人
を
い
う
。
第
百
三
十
八
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。）に
対
し
て
、
障
害

者
職
業
能
力
開
発
助
成
金
を
支
給
す
る
こ
と
。

三
〜
十
一

（
略
）

三
〜
十
一

（
略
）

（
削
る
）

第
百
三
十
八
条
の
二

人
材
確
保
等
支
援
助
成
金
は
、
建
設
労
働
者
確
保
育
成
助
成
金
と
す
る
。

２

第
百
十
八
条
第
六
項
の
規
定
は
、
建
設
労
働
者
確
保
育
成
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
障
害
者
職
業
能
力
開
発
助
成
金
）

（
削
る
）

第
百
三
十
八
条
の
三

障
害
者
職
業
能
力
開
発
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
等
に
対
し
て
、
第
二
号

に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
等
で
あ
る
こ
と
。

イ

障
害
者
（
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
の
う
ち
、
長
期
間
の
教
育
訓
練
が

必
要
で
あ
る
と
公
共
職
業
安
定
所
長
が
認
め
る
求
職
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
職
業

平成年月日 土曜日 (号外特第号)官 報
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